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学校名  境小学校 学年 全学年 

授業者氏名 

養護教諭 指導者：県歯科医師会歯科衛生士 大畑芳子先生 

題材名 

「 歯科衛生士による歯科保健指導 」 

主 眼 

 春の歯科健診を受けて、自分の歯と口の状態に関心を高めた子どもたちが、歯科衛生士

による歯科保健指導を受けることで、むし歯や歯肉炎が起きる原因菌や生活習慣等を知っ

たり、染め出しして磨き残しがあることに気づいたりすることで、自分自身の歯や口の健

康づくりに関心を持つとともに、自らていねいな歯みがきを行おうとする意欲を高める。 

 

学習材 

・歯科衛生士の話(ﾊﾟﾜｰﾎﾟｲﾝﾄ資料を用いて)、染め出しとブラッシング指導(全学年) 

・咀嚼力判定ガム(４年) 

・顕微鏡観察(３，６年) 

 

成 果 

歯科衛生士の話を聞くことで、むし歯や歯周病の原因となる菌や生活習慣等を知ること

ができたり、染め出しをしてから自分の歯を観察したことによりどんなところに磨き残し

があるかがわかったりした。その後のブラッシング指導では歯ブラシのあて方も工夫しな

がら色がついた歯を丁寧に磨く姿がみられた。 

顕微鏡観察をした学年は、クラス全員の歯から少しずつプラークを採取して観察を行っ

たが、自分の口に中の細菌を目の当たりにした児童は、細菌の数や種類の多さに驚きの声を

あげていて、この細菌がむし歯や歯周病の原因になるとの話で、「食べた後の歯みがきをし

っかり行いたい」と感想に書く児童が多かった。 

咀嚼力判定ガムを行った４年生は、かむ回数が多い食事と少ない食事の資料で、普段の食

事でのかむ回数を確認したり、よくかんで食べることは体にとってよいことがあることを

知ったりできた。 

課 題 

６年は１年の時から６回歯科保健指導を受けているが、指導された内容や知識が身につ

いていない児童もみられた。歯科指導後は、「歯みがきをちゃんとやろう、よくかんで食べ

よう。」と、今後の生活で歯や口の健康を考えた行動をしようとするが、なかなか定着され

ず習慣化できずにいる児童がいるのも現状である。 

児童自身が習慣化できるようにするには、学校としてどのような手立てをすればよいか

が課題である。 


